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OGインタビュー
－漫画家　岩岡ヒサエさん＆鈴菌カリオさんInterview

98年度に絵画学科洋画専攻を卒業した岩
岡ヒサエさん、03年度にデザイン学科環
境計画専攻を卒業の鈴菌カリオさんのおふ
たりは、女子美卒の若手漫画家として活躍、
現在同じ雑誌でも連載されています。社会
人生活を通して漫画家へと進んだ岩岡さん、
在学中に持ち込んだ作品からデビューへと
つながった鈴菌さん。作風も漫画家までへ
の道のりもまったく違いながら、学生時代
に漫画好きを隠していたことは共通だとか。
またおふたりとも漫画家に大切なのは社会
人としてのきちんとした仕事ぶりだとおっ
しゃいます。それぞれの夢を実現されてい
る岩岡さんと鈴菌さんに、デビュー前から
現在の漫画家生活までのお話を伺いました。

岩岡ヒサエさんにきく。

ⓒ岩岡ヒサエ／小学館・月刊IKKI

学生時代、漫画を好きなことはひ
た隠しでした

―女子美に入学したきっかけは何ですか？
　小学生の卒業文集でもう漫画家になりた
いと書いて、中学では陸上部の部活後にド
ロドロになりながら漫画を描いていました。
当時は模写ばかりで、最初はオバ Qとド
ラえもんのパクリのようなキャラクターを
サザエさん的な日常的ストーリーで描いた
り、もっと後にはドラゴンボールとかをオ
タクっぽく（笑）。毎日4コマ漫画を「自
分で連載」みたいに描いていました。中学
卒業の頃にそんなに好きならば美大に行け
ばといわれて意識し始めて。高校では美術
部でしたがそこではデッサンや油絵で、漫
画は家でだけです。あまり漫画が好きな子

が同学年にいなかった。漫画好きというこ
とは一言も言わずにひた隠しでした。

―大学時代にさらに漫画好きに？
　それが、大学に入ってからは音楽部（合
唱）に超のめり込んでしまって。合唱、合
唱、合間に課題、の「忙しすぎる部活人生 !」
でした。投稿したい、漫画を真剣にやりた
いと思いプロと自分の作品を見比べたら、
とんでもなくヘタクソだと思って。諦めて
全然違うことをしようと音楽部に入ったん
です。人と漫画好きの気持ちを共有するの
も諦めていました。普通に漫画好きといわ
れる人とも好みがちょっと違ってあまり馴
染めず、一人で同人誌を作ったり。漫画に
関しては一人でオタクっぽく、本当に趣味
的にやっていましたね。女子美卒で同じ小
学館の『IKKI』という雑誌で連載している
鈴菌カリオさんとは、周りに漫画好きを隠
していた部分が似ていて、漫画の濃い話も
できて（笑）、共通する部分がありますね。

―女子美の女性ばかりという環境が作品に
与えている影響はありますか？
　もともと女子高育ちでしたし音楽部で他
大学とも交流があり、「合唱を熱く語る古き
良き男たち」がいたりして女性だけの環境
だとはあまり意識しませんでした。それよ
りも絵画科に入っておきながら、美術の道
に進むのとはちょっと違うかなというのを
ずっと感じていたかも。それでも油絵では
当時、顔をテーマに色と色をつないで自分
の形にならないかなと試行錯誤して、最後

は抽象に近い絵を描いていました。
　絵画の時は新しいことをしなくちゃ、と
か、考えて描かなくちゃ、とすごく思って
いたんですが、漫画になったらもっと素直
に描ければいいと思うようになりました。
今も漫画でひねくれた顔を書いているんで
すけど（笑）。油絵の具って一番きれいな
色が出せる絵の具だなと思うし、またやっ
てみたいとは思っています。

―ご自身の HPでは漫画の他にイラストや
ぬいぐるみも発表していらっしゃいますね。
　趣味で彫塑や立体、展開図を作るのも好
きで、凝った時期があるんです。小さいも
のから身長大まで、描いたキャラクターを
立体にして「どうしたらこのクマがもっと
可愛くなるだろう？」とか考えて、職人っ
ぽくメラメラと燃えたりするのが好きなん
です。

会社が終わったら漫画、の寝不足
の日々

―卒業後、3Dのお仕事をされていたとか？
　プロになりたいと思ってちょっと描い
ては諦めるというのを繰り返して、結局
ゲーム関連の会社に就職しました。ちょう
ど3Dが登場したてで、ゲームでは絵画の
デッサン力のある人や、立体を描ける人が
重視されたんですね。最初は3Dでの人物
作りと漫画のキャラクター作りは近いかと
思ったんですが、実際には3Dは彫塑の方
に近かった。すると中学の頃と同じよう
に、会社が終わってから漫画を描く寝不足

「土星マンション」1巻より　ⓒ岩岡ヒサエ／小学館・月刊IKKI



女 子 美 No.158�

JOSHIBI UNIVERSITY OF ART AND DESIGN

Interview
の日々が、また始まったんです。10時出
社で夜12時頃まで仕事をしてから漫画を
描いたので、毎日すごいサイクルで。昼休
みに誰にも見つからないよう一番早く出て、
遠くのファーストフードで漫画を描いたり。
好きすぎて止められないのであって、全然
辛くはなかったですね。

―プロへと進んだきっかけは？
　投稿して一度、賞に引っかかってから意
識し始めました。でも編集の方には「仕事
は辞めないほうが良い」と。食べていける
保証もないので心配して言ってくれたのだ
と思うのですが辞めることにしました。で、
編集の方に「辞めました」って言ったら、
「じゃあ、頑張りなさい」と（笑）。一度、
掲載されてからが長かったです。デビュー
した後にも投稿が必要な時期が2年くらい
続いて。ただその間も自分の同人誌という
発表の場があったので心の支えとなりまし
た。雑誌デビュー後にその同人誌が書籍に
なったのがラッキーでしたね。同人誌でな
ければ描けないような暗めの話が多かった
り、スタイルも1ページに2コマだけのも
のなどを描いていたので、アートっぽい不
思議なジャンルとして出版してもらいやす
かったのかもしれません。

何回も受け、何回も蹴落とされ（笑）

―持ち込む雑誌は決めていたんですか？
　自分の作風に合いそうなところや、描き
たい雑誌、友達からも薦められたり。今も
青年誌系が多いんですが最初は『アフタ
ヌーン』でした。わりとまろやかなものし
か描けなくて、恋愛は描くのが苦手なんで
す。女性系の雑誌だと恋愛ものは必ずない
といけないかなと（笑）。投稿し始めの頃は
大島弓子さんや高野文子さんとか、女性も
男性も読む作家に影響を受けたりしました。
　絵画出身なのでプレゼンテーションは全
然したことがなかったんですが、就職活動
はしていたので、漫画家として持ち込みを
始めた時には「ああ、一生続くんだ、就職
活動」と思いましたね。持って行く出版社
は大企業だったりもするので、そこも就活
と似ていて社会人として自分がきちっとし
ていないといけないとか。就活と違うのは

何回も受けられるところなんですが、何回
も蹴落とされもします（笑）。
　最初に見てもらう時には投稿か、実際
に目の前で編集の人に見てもらうか2つパ
ターンがあると思います。応募は直接会
わずに結果だけがわかるから、気弱な人
は最初それくらいがよいかもしれません
が、持ち込みだと結構厳しい意見も言われ
て「ガーン」ときたり。最初は大体直され
るんです。何回も直してもらって初めて「も
う1回賞に応募を」と言われて。それでネー
ムっていうんですが下描きの下書きを提出
して、それから連載になるかも、という過
程が多いと思います。

―漫画家って自分のペースで仕事ができる
と思われていますよね。
　毎日の仕事の配分は自分のペースでです
が、その分、締め切りギリギリでも案が出
てこなくて最後の追い込みでドロドロにな
ることもあります。今は隔週で原稿が仕上
がるペースで4つくらいを平行しています。
ストーリーの大きな流れを担当さんとも相
談してある程度作っておいて、あとは一話
一話やっていく。部活の合間に課題をやっ
ていたのと同じで計画性はないんです。昼
寝もするし、決して威張れるものではあり
ません（笑）。

漫画の中の人物の生き方に焦点を
あてたい

―思い描いていた漫画家生活と大きく違う
部分は？
　同人誌から意識を変えるのには時間がか
かりましたね。最初は直される時にめちゃ
くちゃ抵抗感がありました。なんでダメな
んだろう？って。でも自分の作品を客観的

に見る練習でもありました。それで編集者
さんの意見と戦ってもいいし、素直に聞い
てもいいと思う。1度は全部言われるまま
にやってみて仕上がったものを見てみると
いうのも勉強になると思います。その後は
独自でガーッと進める方もいると思うし、
編集者とすごく練り上げる作家さんもいて、
人によって違いますね。
　あと、もうちょっと華やかな世界かなと
思っていたんですが、想像以上に過酷でし
たね。家での作業なのでだんだん自分が薄
汚れていくし（笑）。たまに忘年会とか華
やかな場があって会場は大きいし、すごく
有名な作家さんとか憧れの作家さんがいて、
その時ばかりはテンションが上がるんです
けれど、帰って来てその薄汚い部屋にまた
戻る、という…（笑）。

―今描いてる作品で最も力を入れていると
ころは何ですか？
　『IKKI』に連載中の『土星マンション』
という漫画は主人公がけっこうフワフワし
ているんですが、自分をしっかり持って自
分のいるべきところを見つけ、最後に彼が
自分でちゃんと立ってしっかり生きていっ
てくれればいいなと。ただ「楽しくあれ」
という感じで描くものもあるんですけど、
アイデンティティみたいなテーマを描くこ
とが多いですね。自分の悩みが多いのかし
ら？（笑）。このストーリー作りのために
社会と差別の問題について本を読んだりも
しましたが、漫画の中にいる人物、その人
たちがどう生きるかに焦点をあてたいなと
思っています。

―女子美の後輩、特に漫画家を目指したい
人にメッセージはありますか？

「土星マンション」1巻より　ⓒ岩岡ヒサエ／小学館・月刊IKKI
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　体力、気力、根性でしょうか（笑）。実
際に行動するまでにみんな時間がかかると
思うんですが、まずは行動しないと始まら
ない。けっこう自分で自分にダメ出しし
ちゃったり、引っ込み思案な人もいると思
うけれど、「漫画は見てもらう仕事なんだ」
というのを意識して堅い意志を持てば、デ
ビューにもつながると思います。編集者さ
んに見せるのも慣れるまでにすごく時間が
かかるし、私も今でも緊張します。そこは
「頑張れ」ってそっと自分の背中を押すよ
うな感じで。後輩が増えるとライバルが増
えるということでもあるかもしれませんが、
先につぶれる気満々ですから（笑）、ぜひ
一歩踏み出してほしいですね。

岩岡ヒサエ プロフィール
1999年、女子美術大学絵画科洋画専攻（現絵画
学科洋画専攻）卒。
2002年、講談社アフタヌーンより『ゆめの底』
でデビュー。現在、小学館「IKKI」で連載中の『土
星マンション』では、地球全体が自然保護区域と
なり、人間が上中下の層からなる上空の巨大リン
グシステムで暮らす時代を描くSF長編。中学卒
業と同時に亡き父と同じ職業「リングシステムの
窓を拭く仕事」に就いた主人公ミツの成長を追う。
このほか、少年画報社「月刊ヤングキング」で「ね
こみち」など連載中。平成17年度、18年度連続
で「文化庁メディア芸術祭」の審査員推薦作品（『し
ろいくも』、『ゆめの底』）。
<公式サイト>
http://moinmoin.fc2web.com/framepage1.htm

鈴菌カリオさんにきく。

Ⓒ鈴菌カリオ／小学館・月刊IKKI

美大にはもっとオタクがいると思っ
ていた（笑）

―漫画家を目指したのはいつ頃ですか ?。
　小さい頃からです。小学校の時から自分
にはそれしかないと思っていて、漫画家に
ならなかったら生きていても意味がないっ
ていうぐらい。けれど中学・高校の頃は、
漫画を描いていることをなるべく周囲に隠
していました。運動部に入っていて、部活
から帰ったらひたすら部屋にこもって、朝
の4時ぐらいまで漫画を描くという毎日で。
創作漫画ではなく、すでにある漫画のキャ

ラクターで描いていましたね。絵を描きた
くて美大を受験しましたが、入学するまで
美大のことをよくわかっていませんでした。
それで、絵が描きたい人は、どちらかとい
うと絵画学科なんですよね（笑）。デザイ
ン学科に入ってから、絵を描く学科じゃな
いことに衝撃を受けました。

―女子美に入り、どうでしたか？
　美大はもっとオタクがいるのかと思った
ら、全然いなかった（笑）。もっと漫画好
きを共有できるかなと思ったら、仲良く
なった友達が漫画に興味がない子たちばか
りでした。「え、美大に来る子って、みん
なオタクじゃなかったんだ」ってそこでま
たショックを受けて。デザイン学科の友達
はみんなアートでお洒落な感じだったので、
その影響で現代アートの「意味の分からな
い感じ」に憧れた時期もありました。でも
実際に、現代アートの作家の名前が友達
の口から出ても、「誰 ! ？」っていう状態で、
デザイナーやアートディレクターも知らず、
映画にも西洋美術にも興味がなくて、ただ
ただ漫画が好きだったっていう…。
　かといって漫画のサークルに入ったりも
していませんでした。そういうサークルに
入る人と自分は違う、みたいな恥ずかしい
選民意識みたいなものがあり、アートワー
ルドへの憧れがあったと思う。その憧れの
延長が『乙女ウィルス』を連載していた雑
誌『IKKI』につながったかもしれません。
アートっぽい、前衛的な漫画が載っている
雑誌という印象だったので。

―漫画家になるために行動を起こしたのは
いつですか？
　大学在学中にデビューする！と心で思っ
てはいたのですが、実際には何もしていま
せんでした。人に見せるための漫画を描い
ていなかった。でも4年になって周りが就
職活動を始めてザワザワし出して、やっと
焦りました。でも「漫画家になりたいから
就活しない」なんて、親に言えない。何も
説得できる材料がないので、とにかくまず
は漫画を描こうと。それまではノートに鉛
筆で描いていただけだったんですが、その

時に初めてちゃんと原稿用紙にペンとイン
クで描いたんです。4年の中頃に完成させ、
初めて出版社に持ち込みました。焦って
いたので、投稿なんかしていられない !と
思ったんです。卒業制作と同時進行で漫画
を描いていたというよりも、卒業制作の方
をないがしろにしました…（笑）。

「オタクでアニメっぽい絵が好き」
と踏ん切りがついて

　今まで友達にも見せたことがなかったの
に出版社に持ち込んで。生まれて初めて他
人に漫画を見せた時には、死ぬほど恥ずか
しかったです。その時の編集者の反応が全
然駄目、という印象で落ち込んでいたんで
すが、後に賞の最終候補として雑誌に名前
が載ったんです。でもその後、面倒臭くて
後が続かなくて…。面倒臭いんですよ、漫
画を描くのって。何かを作って完成させ
るって、どんなに好きなものでも面倒臭
いことだと思います。すると編集の方か
ら「もう描かないんですか？」という電話
があり、やっと2作目を描いたんです。前
回、反応が良くなかったという思いがあっ
たので、作風をガラッと変えました。1作
目は「絵本みたいな漫画を」というコンセ
プトの絵が描きたいだけの漫画だったから、
一コマ一コマに画力を注ぎ込みすぎていて。
その辺が美大に入ってアートにかぶれた結
果で、「だったら絵本を描けよ」っていう話
ですよね。（笑）。なので2作目は思い切り
漫画らしい漫画を描いてを持っていきまし
た。そうしたら賞に入ってデビューになっ
たんです。端から見たら、描いたものが全
部賞に入ってデビューできて雑誌に載って
と、かなりトントンな印象だと思います。

「乙女ウイルス」2巻より　Ⓒ鈴菌カリオ／小学館・月刊IKKI
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―今、描くときに大事にしていることは？
　今では思い切り漫画らしい漫画を描きた
いと思っています。原点回帰ですね。「オ
タクで、アニメっぽい絵が好き」っていう
自分に踏ん切りがついて、オタクならオタ
クらしくしようと思ったんです。あえてオ
タクっぽさを狙ってやっているように思わ
れますが、私はストレートで素直なオタク
です。ちょっとひねくれて見えるのは、1
回アートの世界に突っ込んだせいかもしれ
ないですね。お洒落に見られたいという…。
その頃は格好つけたくてアートでアングラ
なお洒落な雑誌に載りたかった。『IKKI』
は創刊されたばかりで雑誌のカラーもまだ
決まっていませんでした。今も『IKKI』に
は全体的に複雑で真面目な漫画が多いので、
その中で私に必要とされているのは、頭を
使わなくても読める単純でバカな漫画だと
思っています。連載した『乙女ウィルス』も、
ギャグ要素の強い、エンタテイメント性を
重視した漫画なのですが、もっとたくさん
ギャグ漫画が載っている雑誌だったら自分
はこんなに重宝されなかっただろうなと思
います（笑）。

漫画家も社会人、「普通の部分」
が大切

―漫画家は、美大出身の人が多いのですか？
　『IKKI』で連載している人は、美大卒が
多いですね。よく「漫画家になりたいんで
すけど、美大に行った方がいいんですか」
という質問をされるんですが、これはもう
個人の問題ですよね。美大に行っても描か
ない人は描かないし、美大以外でも描く人
は描くし、どこへ行ってもやる人はやる、
ということだと思います。

―漫画家になって改めて感じたことは？
　漫画家という職業には、コミュニケー
ション能力が重要だと思います。例えば人
と接するのが苦手で、一人で絵を描いてい
られるというイメージを持って、漫画家を
志している人もいるかもしれない。でも漫
画は一人でこもっていては作れないし、成
り立たない。編集者や自分の担当者、アシ
スタントなどと話し合いながら、作ってい
かなきゃならない。学生の頃は自分が繊細
で人見知りだと思っていたんですが（笑）、
いざデビューして社会に出てみたら、意外
と図太かった。プロになり、人見知りは治
すものだとも思いました。漫画家は一見特
殊な職業に見えるので奇抜な人が多いよう
に思われますが、みんな普通の社会人です。
プロとして働くには、社会性が重要なのだ

と改めて思います。私もギャグ漫画を描き
つつ、普段の生活では「普通」であること
を大切にしています。

とにかく漫画が好き!の一点です

―作品を描く情熱や、描き続ける意志はど
うすれば持続できるのでしょうか？
　「締め切り」でしょうか。締め切りがな
かったら、みんな全然描かなくなると思
いますよ（笑）。締め切りっていう、社会
人として守らなければいけないものがある
から描くというのが、たぶんかなり大きい。
自分の作品に大満足の「完成」なんてあり
得ないので、締め切りまでにどの程度の完
成度で出すかの妥協点を決めないとならな
い。だから完璧主義の人は漫画家に向いて
いないかも。「これは自分の本当の全開じゃ
ない。もっと描ける」と思って描きあがら
ないとか、途中でつまらないと思って完成
させることができずに止めちゃう。でも、
締め切りがある場合は、描き上げなきゃい
けないんですよ。「あ、これ、駄目かも」っ
て思っても、いざ出してみたら好きだと
言ってくれる人もいるし。だから締め切り
というのは「偉大」です。
　それから内から沸き上がるものなんて毎
月定期的に出てこなくて（笑）、絞り出し
ています。私の作品は伝えたいテーマや社
会へのメッセージがあるわけではなく、エ
ンタテイメントなので、ただ読んで面白
いって思ってもらえたら嬉しいです。可愛
い女の子を描きたい！などの小さな情熱は
ありますが…。具体的な大きなモチベー
ションっていうのは難しいですよね。人を

楽しませることが好きというサービス精神
と、「とにかく漫画が大好き !」という想い
で日々、描いています。

鈴菌カリオ プロフィール
2004年、女子美術大学芸術学部デザイン科環
境計画専攻（現デザイン学科）卒。
2004年、出版社に持ち込んだ『知恵熱』が小学
館「IKKI」新人賞・イキマンを受賞しデビュー。
2005年～2007年まで同誌で連載中であった、
乙女の欲望や野望などをジャンルレス &ボー
ダーレス&ノールールに描いた読みきり短編『乙
女ウイルス』の第3巻が11月末頃発売予定。現
在新連載準備中。 
<公式サイト>
http://members.jcom.home.ne.jp/chienetu/

右から、ネーム・下描き・ペン入れ

「乙女ウイルス」1巻より　Ⓒ鈴菌カリオ／小学館・月刊IKKI

下描きの前に作成するネーム（絵コンテ）で実際
の漫画のコマ割り、セリフ、構図などが決まる。
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「ジョシビの無形文化遺産プロジェクト」を実施Report 1

　本学は財団法人ユネスコ・アジア文化セ
ンター（以下、ACCU）との共催で、無形
文化遺産についての認識や2003年にユネ
スコで採択された「無形文化遺産の保護に
関する条約」（以下、無形遺産条約）を広
く一般に知らせていくためのプロジェクト
を実施しました。「無形文化遺産の保護に
関する条約のプロモーション及び美術大学
生による同条約広報コンテンツ制作ワーク
ショップ」と名づけられたこのプロジェク
トは、美大生のアートとデザインの力で無
形文化遺産の概念や保護の必要性を広く普
及させる、というたいへんユニークな国際
社会貢献活動です。ACCU国際教育交流
事業／専門家招聘プロジェクトとして位置
付けられ、財団法人ポーラ美術振興財団及
び国際交流基金の助成対象事業です。また、
シーエルディー株式会社から会場音響機材
の全面的なサポートを受けました。
　プロジェクトには2つの目的があります。
第一に、本学と外国の美術大学の学生が一
つの課題を共有して作品制作ワークショッ
プに参画することで、若者の国際的ネット

ワークを構築し、事業成果の世界的波及を
生み出すことを目的とします。第二に、社
会における無形文化遺産に関する広範な理
解を促進することを目的とした、メディア
の素案作りを行い、将来的にまだ無形文化
遺産の概念の定着していない地域のために
ACCU等で活用されることを目指します。
　プロジェクトは2つの活動で構成されま
した。第一に、本学学生91名と学術交流
協定大学4校（中国の広州美術学院、イギ
リスのセントラル・イングランド大学バー
ミンガム /バーミンガム・アート・デザイ
ン学院、フィンランドのエブテク応用科学
大学アート・デザイン学院、オーストラリ
アのグリフィス大学クイーンズランド・カ
レッジ・オブ・アート）の学生8名が27
の制作グループを編成し、無形文化遺産や
無形遺産条約をわかりやすく広報するプロ
モーション・ビデオ、アニメーション、パ
ンフレット、ポスター、絵本等を制作しま
した。学術交流協定大学の学生は2007年
7月2日～同6日の作品完成期間に来日し
て、本学の学生と同じスペースで作品を完
成させました。7月5日には学生による作
品プレゼンテーションが行われ、多様なメ
ディアを活用した作品はどれも完成度が高
いものでした。優秀作品は ACCUによる
世界レベルの広報・教育活動に利用される
予定です。
　第二に、この作品完成期間に著名人によ
る講演、シンポジウム、対談、無形文化遺

産相当事象の実演を開催し、大学生をはじ
めとする一般聴衆に広くアウトリーチしま
した。無形文化遺産および無形遺産条約に
かかわる研究者を海外（ニュージーランド、
インド、オーストラリア、インドネシア）
から4名、国内から3名、また無形文化遺
産の継承活動に従事する関係者6名を国内
から招聘し、無形遺産条約が遺産保護継承
に果たす役割を検証し、あわせて遺産保護
継承活動の現場からの声をどのようにすれ
ば取り込むことが可能か、その方策を探り
ました。6回にわたった講演では、工芸技
術の伝承の重要性、映像として無形文化遺
産の記録を残すことの意義、染色技術を通
した生活の営みと伝承技術の関わり、伝統
舞踏の伝承と保護活動との関連、ニュー
ジーランドのマオリ文化が教育によって復
活しつつある状況等が報告され、実に広範
な分野で遺産保護継承が緊急の課題として
残されているかが提起されました。シンポ
ジウムでは、伝承文化と生活、保護活動と
観光、文化的創造と伝承、著作権と文化の
継承などの問題点を浮彫りにさせながら、
無形文化遺産の保護の重要性を訴えるもの
になりました。このほか、南インドの古典
舞踊劇「クティヤッタム」、奄美島唄、八
重山古典民謡・琉球民謡、インドネシアの
伝統工芸技術「バティック」の実演は、伝
承文化とは何かを具体的に提示する機会と
なりました。� （国際センター）

〔基調講演〕

河野俊行氏（左上）
（九州大学法学研究院国際関
係法学部門教授）

ラウィリ・ヒンドル氏（右）
（ビクトリア大学ウェリン
トン校教育学部専任講師、
ニュージーランド）

〔実演〕
「南インドの古典舞踊劇
クティヤッタム」

ゴーパル・ベヌ氏
（ナターナ・カイラリ〈伝統芸
術研究研修センター〉所長、
クティヤッタム演出家、イン
ド）

〔専門家ミーティング〕

専門家がそれぞれの立場から無形文化遺産保護について述べる。
学生は聴講することができ、課題作品制作の留意点なども聞く。
河野氏、大貫氏、ヒンドル氏、ベヌ氏のほか、ヘンドリ・スプラプト
氏、関本照夫氏（東京大学東洋文化研究所長）、本学の瀧本英男教
授、羽太謙一教授が参加。

7/2

大貫美佐子（左下）
（ACCU文化協力課長）
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〔対談〕
「南インドの古典舞踊劇クティヤッタムをめぐって」

ゴーパル・ベヌ氏
（ナターナ・カイラリ〈伝統芸術研究研修センター〉
所長、クティヤッタム演出家、インド）

河邑厚徳氏
（NHKエデュケーショナル・エグゼクティブプロデューサー）

〔実演〕
｢奄美島唄」

坪山豊氏
（奄美島唄唄者）

〔学生作品〕

7/3

7/4
[学生ワークショップ]

「無形文化遺産プロモーションコンテンツ制作」

使用媒体はビデオ動画、アニメーション、ポスター、
リーフレットなどを自由選択。

〔講演〕
「無形文化遺産と言語・法」

フェルナンド・ド・ヴァレンヌ氏
（マードック大学法学部准教授、オーストラリア）

〔実演〕
「八重山古典民謡・琉球民謡」

親盛隆司氏（左より2番目）
（八重山古典民謡音楽研究会教師、琉球民謡保存会師範）
宮良公子氏（右より2番目）
（琉球民謡保存会師範）

7/5
〔講演〕
「無形文化遺産の特性とその保存が提起する問題」

〔講演〕
「無形文化遺産と映像をめぐって」

〔実演〕
「インドネシアの伝統工芸・バティック」

川田順造氏
（神奈川大学日本常民文化研究所客員研究員）

姫田忠義氏
（民族文化映像研究所長）

ヘンドリ・スプラプト氏
（インドネシア通商産業省バティック及び手工芸
研究・開発機関研究員、インドネシア）

〔学生作品プレゼンテーション〕

ワークショップ参加学生が発表し、専門家からの
質疑に応答する。

その他に7/4に坪山豊氏と梁川英俊氏（鹿児島大学法文学部教授）による 〔対談〕「奄美の無形文化遺産をめぐって」を実施、7/5に川田順造氏、姫田忠義氏、本
学の原聖教授による 〔鼎談〕「無形文化遺産と映像をめぐって」（民族文化映像研究所制作映画「山に生きるまつり」〈28分〉上映を含む）を実施。
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大村智 理事長がハマオ･ウメザワ記念賞を受賞NEWS 1

　大村智 理事長が、化学療法の発展に寄
与した研究者に贈る「ハマオ・ウメザワ記
念賞」を受賞しました。同賞は、1979年
に国際化学療法学会の最高の賞として設立
され、赤痢などの治療に有効な抗生物質を
発見した偉業で知られる故梅沢浜夫博士の

名を冠した賞であり、日本人の名を冠した
数少ない国際賞の一つです。授賞式は、今
年4月にドイツ・ミュンヘンでの第25回国
際化学療法学会総会において行われました。
　この受賞を祝して5月27日に、日比谷
の帝国ホテルを会場として記念講演会・祝
賀会を開催し、著名な本学卒業生作家や同
窓会関係者など、多数来場がありました。
　記念講演会では、今回の受賞対象にも
なった微生物由来の天然有機化合物 “エ
バーメクチン” など数多くの医薬品の開発
についての研究のほか、化学と美術、感性
についての講演がなされました。それに続
く祝賀会では、大村智理事長、佐野ぬい学
長を囲み多くの方々と懇談がなされ、終始
和やかな雰囲気のなか閉会いたしました。

杉並区とのデザインに係わる協定調印NEWS 2

　5月28日、杉並区役所にて佐野ぬい学
長と山田宏杉並区長との間で「女子美術大
学と杉並区とのデザインに係る連携協働に
関する協定」の調印式が行われました。本
協定は2004年10月に締結された「杉並
区と区内高等教育機関との連携協働に関す
る包括協定」に基づいたもので、美術・デ
ザインの専門教育機関である本学と連携協
働し、「すぎなみの輝き度向上」に取組む杉
並区のデザイン力の向上を目的としたもの
です。初年度である2007年度は、区の重
要な政策・施策に係る13件のポスターデ
ザインをします。

　本プロジェクトを進めるにあたり、教員
5名によるプロジェクトチームを結成しま
した。このチームにおいてコンセプトを作
成し、杉並区の特徴を活かし、統一感のあ
るポスターを制作していきます。制作には、
授業課題やコンペなどで、学生の参加も予
定しています。
　芸術文化面での大学と自治体との包括的
な協定は他でもありますが、本プロジェク
トのような、デザインに特化した協定によ
る連携は、全国でも類を見ません。これを
通じて、さらに地域との連携を深め、芸術
文化の発展に貢献すると同時に学内の教育

的効果にも寄与することを目指しています。
� （研究所長　飯村和道）

美術教育フォーラム2007Topics 1

　毎年恒例で開催されていた「教育フォー
ラム」。今年は「美術教育フォーラム」と
名称を改め、8月1日に、『がんばれ美術・
図画工作』というテーマで、国立オリンピッ
ク記念青少年総合センター国際会議室で開
催されました。小・中・高等学校の図画工
作・美術科担当の教員や教員志望者など昨
年よりも40名程多い182名の参加となり
ました。
　主催者代表として小倉芸術学部長の挨拶
があった後、第1部として増田金吾先生よ
り、『今、求められる図画工作・美術科にお
ける「指導」のあり方』と題した基調講
演が行われました。午後からの第2部では、
教育現場からパネリストを招き、『美術・図
画工作教育の必要性と発展性』をテーマと

した事例発表がありました。続いてフロア
からの質問や意見に対する各パネリストの
コメント、補足説明などが熱心に行われ
17時前に閉会となりました。なお引き続
き、講師、パネリストを囲んだ懇親会が行
われました。

●基調講演講師　増田金吾（東京学芸大学教授）
●パネルディスカッション　
　　パネリスト　
　　　千葉　成夫 (中部大学国際関係学部教授 )
　　　遠藤　友麗 (女子美術大学芸術学部客員教授 )
　　　原田　敬一 (神奈川県相模原市立大野南中学校教諭 )
　　　小林　正子 (神奈川県相模原市立鵜野森中学校教諭 )
　　　鈴木　淳子 (東京都町田市立本町田東小学校副校長 )
　　コーディネーター　
　　　佐藤善一　（女子美術大学短期大学部常務理事）
●後援　東京都教育委員会
●�参加者182名の内訳 :小学校教諭22名、中学校教諭61名、
高校教諭22名、

　�特別支援学校教諭6名、大学生17名、本学教職員19名、そ
の他35名

※�プロジェクトチームメンバー ( 短期大学部 造形学科 デザイン
コース教授 伊勢克也、同コース講師 佐藤真澄、芸術学部 メディ
アアート学科教授 ヤマザキミノリ、 デザイン学科教授 飯村和道、
同学科准教授 林規章 )
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梨園染 戸田屋商店創業135周年記念

「注染づくし」見たり・聞いたり・話したりTopics 2

　3月22日～25日、江東区深川江戸資料
館にて、ゆかたと手ぬぐいの老舗、梨園染
戸田屋商店の創業135周年記念”「注染尽
くし」見たり・聞いたり・話したり” が開
催されました。
　開催期間中は、注染の手法紹介や来場者
も参加可能な注染の実演、新作の展示や販
売等に並んで、本学芸術学部工芸学科教授・
大澤美樹子先生と戸田屋商店・小林永治氏
によるトークショーや、芸術学部工芸学科
の学生による注染の作品展示、ファッショ
ン造形学科の学生による手ぬぐいをつかっ
た衣類・小物の作品展示もおこなわれ、4
日間で2000人近い来場者がありました。
　注染は、明治時代後期に考案され、現在
に続くゆかた・手ぬぐい染色の代表的技法
であり、本学は注染を正式な授業に取り入
れている唯一の大学です。

観音崎公園トイレアートプロジェクトTopics 3

　1月に、神奈川県立観音崎公園の指定管
理者である「横浜緑地・西武造園グループ」
主催の『トイレアートコンテスト』におい
て、デザイン学科4年生の3作品が選考さ
れ、園内3カ所のトイレ空間に相応しいデ
ザインで制作された作品が、3月末に設置・
一般公開されました。タイトルと制作者は
それぞれ、①第6駐車場トイレ、「気分その
ままトイレ」横田智里。②戦没船員の碑ト
イレ、「波声」青木味里・鈴木友理。③花の
広場トイレ、「Honeycomb ハニカム」雨
宮玲子・斉藤和知。
　「でかける人を、ほほえむ人へ」という
主テーマのように、明るく楽しいトイレに
なったと利用者から大変喜ばれています。
ぜひ、見に行ってください。
� （芸術学部デザイン学科教授　田村 俊明） ③花の広場トイレ

①第6駐車場トイレ

②戦没船員の碑トイレ

　2006年度に行われた女子美術大学図
書館主催の特別講義「タイポグラフィ・タ
イプフェイスの諸相」の講義録が、女子
美術大学より発行されました。同書籍は、
ISBN（国際標準図書番号）を付され、一
般の書店でも購入可能です。
　特別講義の企画立案者は本学大学院客員
教授の森啓先生で、大学院博士後期課程3
年在学中の佐賀一郎さんが書籍化にあたっ
てブックデザイン、本文基本型設計を担当
されました。

【概 要】
　印刷文字のかたちは時代とともに変化してき
ました。この本は、現代の印刷文字をデザイン
する5人の書体設計家と、その文字を使用して印
刷物のデザインを設計する3人のデザイナー（タ
イポグラファー）が、それぞれの作品の成立過
程について語った貴重な講演集です。多くの図
版や実例を紹介し、印刷デザインの仕事に携わ
る人や、タイポグラフィを学ぶ学生にとって必
携図書といえます。

発行：女子美術大学
発売：日本エディタースクール出版部
ISBN978-4-88888-833-2 C2000
AB判（ヨコ210ミリ×タテ257ミリ）並製200頁
定価2520円（本体2400円＋税）

「タイポグラフィ・タイプフェイスの諸相」の講義録が書籍にTopics 4

「タイポグラフィ・タイプフェイスの現在－5人
の書体設計家と3人のタイポグラファーの思い」
森啓・小塚昌彦・鳥海修・桑山弥三郎・中村征宏・小
宮山博史・工藤強勝・永原康史著



女 子 美 No.15810

JOSHIBI UNIVERSITY OF ART AND DESIGN

Lecture

現代美術作家 やなぎみわ氏特別講義報告Lecture 1

　6月25日、大学院生対象の藤原えりみ
先生の現代文化論の授業の中で、国際的に
注目を集める現代美術作家のやなぎみわ氏
の特別講義がおこなわれました。約3時間
に及ぶ講義の中で初期の頃から現在に至る
までのお仕事の流れを詳しくご紹介いただ
き、その後、学生と藤原先生からの質問に
お答えいただきました。ここではそのごく
一部をご紹介します。
　

伝統工芸からインスタレーションへ

　学生時代は、ほとんどの時間を制作室で
過ごしているという熱心な学生でしたね。
通っていた京都市立芸大は山の中にあって、
ほとんど世間と隔離された状態だったので、
情報から遮断されているかわりに、自分の
内面を掘り下げていく制作時間が多く持て
たと思います。1989年、4年生の卒業制
作展と同時に、貸画廊で初個展をやったの
ですが、そのときの作品写真を今日はお見
せしますね。間口5m、奥行き15mくら
いの画廊内一杯に布地と植物（苔など）で
埋めつくされたインスタレーションです。
これより以前の作品というのは、さらに伝
統的な染織工芸です。京都の伝統的な染織
に、型友禅という技法がありますが、そう
いう技法を使って作っていました。形態は、
着物や屏風、パネルなどがほとんどでした。
だから4年生になった時に、いきなりこう
いう作品を作り始めて、周りに驚かれた記
憶があります。私自身は、伝統工芸は好き
でしたし向いていると思っていました。制
作プロセスの制約が強く、素材・技法をき
ちんと押さえて、段取りや手順に従って進
めていかなければいけないのですが、決し
てそれは嫌いではなかったです。そういう

工芸的完成度やフィニッシュワークへのこ
だわりは今もありますね。
　ただ、何作品も作っていくうちに、だん
だん息苦しく感じるようになりました。油
画や彫刻の制作を脇目に見ていたせいもあ
るでしょうが、自分の考えが赴くまま、変
化するままに作品にも変化を加えたいと思
いはじめました。例えば型染め過程で、糊
を置いたまま、その糊を水洗せずにそのま
ま樹脂で固めてしまうような、プロセスを
中断させるものを作ってみたり、正当な素
材をあえて使わずに、非常にチープな素材
でやたら量を作るとか、そういうことを3・
4回生の時に試しはじめたんです。

『エレベーターガール』は通勤途
中に

　当然就職活動は全くしませんでしたね。
制作をするためには、就職なんかしたら絶
対にできなくなると思い込んでいたので、
アルバイトなどをしながら、何とかやって
いければいいなと思いながら気軽に修業式
を迎えましました。すると専門学校や大学
の非常勤職の声を掛けてくれる人がたくさ
んいて、あれよという間に、私は週に6日
も働く教員になってしまいました。どれも
アルバイトなんですが、忙しくて、生活は
できたけれど、制作はできなくなりました。
大学院を修了して、だいたい3年間ぐらい、
制作を全くしていないというブランクがで
きてしまったんです。
　その間、もう制作をやめようと思ったこ
とはないですが、もしかしたらこのままだ
んだん自然に制作から離れていくんじゃな
いかなという不安はありました。けれども、
『エレベーターガール』は、通勤途中に電
車の中でスケッチをしたりしながらの3年
間で出てきた作品です。当時私自身が、教
員として、ひたすら学校のカリキュラムに
のっとって授業をし、小さい講義室でずっ
と美術史概論を話したりしていました。そ
の時に、社会の中の小さな箱の中で演技す
る自分というのと、通勤の時に駅やデパー
トで毎朝毎夕見かけた案内嬢、若い女性と
がダブり、商業施設でせめぎあう消費者と
労働者について考えるようになりました。
とにかく「エレベーターガール」をモチー
フにして何かできないかと考えましたが、
私は写真もコンピュータも大学中にやった
ことがないですから、結局思い付いたのが、

実際にエレベーターガールの生身を画廊に
展示するということだったんですね。今思
えば、よくそんな荒唐無稽なアイディアを
見切り発車で制作したと思いますが（笑）。
とにかくそれがエレベーターガールシリー
ズのはじまりの作品であり展覧会。『The 
White Casket』（「白い小さな箱」とか、「白
い棺」という意味）というタイトルでした。
　これを見た某公立美術館の学芸員の方
が、うちの美術館のグループ展に出さない
か、と。うれしかったのですが、とにかく
スペースが広い。そして作家への制作費は
ゼロ。悩んだのですが結局出品をしました。
会期中の日曜日にだけ、制服を着た女性
14人を連れていき、他の作家の作品も含
めて展覧会作品全ての解説をするというパ
フォーマンスをやりました。展覧会の観光
化、ショールーム化ですね。制服も全部自
分で作りました。来館したお客さんは彼女
たちの解説（学芸員が執筆した難解なテキ
ストは解説ガールたちが判り易く変更され
た）を聞いて記念写真を撮ってもらうと納
得して帰っていく。今考えれば、なかなか
面白い作品じゃないかと思うのですが（笑）
その時は毎週美術館が大騒ぎになって疲弊
しましたね。
　正直、私自身はこういう作品をこれから
毎回続けていけるだろうかという不安に駆
られました。それまでなんといっても工芸
とファイバーワークの引きこもり制作しか
やっていないわけですから、「ああ、どうし
よう」と思いながら、不安を消すようにま

『The White Casket』　90×77㎝（×4） 1994
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た手作業の作品を家にこもってこっそりと
作った。それが初めてのエレベーターガー
ルの写真作品なんですね。実際にすごく小
さくて30cmぐらい。エレベーターの模
型を手作りし、その上から35mmのカメ
ラで撮影。この時初めて家にマックがきた
ので合成作業というのをやりました。自分
で絵の具を流したりフィルムをスキャンし
たりコツコツと楽しかったです。誰に見せ
るつもりもなく等身大の作品ができて安心
していました。

初めての海外展

　ただ、運命とは不思議なもので、全く部
屋から出したことがない作品が、なぜか海
外展に出品されることになりました。その
時欧州から来日していたキュレーターとふ
としたきっかけで会うことになり、ドイツ
のフランクフルトの展覧会に出してみます
か？と言われるがままに、96年の春に自
ら大きなプリントの筒を持って独りドイツ
に行きました。前出のエレベーターガール
の小さな作品だけでは足りず、新たに大き
な作品も作りました。なぜか7mの壁紙の
ようなサイズ。ドイツで展覧会に出すとい
うことで、安いデジタルプリントではなく
なんとかフォトプリントをしたいと思って
業者にツケをお願いして。それでも額やア
クリル加工はできませんでした。私の作品
の向かいはジェフ・ウォールで、その隣は
サム・テイラー・ウッド。隣の部屋はシン
ディ・シャーマンという具合でしたね。
　いろいろ取材もありましたが、全く未知
のドイツ人から「作品を売ってほしい」と
も言われその意味がわかりませんでした。
大学時代の先生方は皆さん会員展の偉い
面々だし、作品を売る美術作家なんて日本
でそれまで会ったこともないわけです。「こ
れ、売り物じゃありません」と言いまして、
それでも売ってほしいというので、売りた
くない一心で適当な金額を言ったら、「その
額ならリヒターも買える」って（笑）。
　しかし海外展に行ったからといって、い
きなり状況が変わったわけではなく、日本
に帰ればまた日常が待っていて同じように
借金を重ねながら制作をしていました。も
ちろん教員もしながら、とにかく制作を続
けるのに懸命でしたね。
　『エレベーターガール』は99年に一段落
させました。合成作業が複雑化し、その方
の完成度が上がってきて、工芸品としては
いいかもしれませんけどね。ただ緊張感が

なくなっていくように思った時はそこで辞
めた方がいいんです。

『My Grandmothers』

　2000年頃から『My Grandmothers』
というおばあちゃんの肖像写真のシリーズ
が始まります。このシリーズは少しずつで
も続けて作ろうと思っていまして、現在で
も続いています。モデルを一般に公募し
「50年後にどうありたいか」というイン
タビューをして、話し合いながら、そのア
イデアを元に作品を作っていくという、他
人とのコミュニケーションからスタート
する作品。『エレベーターガール』のよう
に、私がモデルたちを人形のように配置し、
さらに合成に時間をかけるという作品とは
違って、他人の意思が入ってくる以上、完
全には思う通りにならないわけです。最初
の頃の『My Grandmothers』は、本当
にモデルの言う通りにディテールも全部作
ろうとしていたので、モデルが白髪と言
えば美容室で全部脱色してもらって白髪
に。100歳以上にしてほしいと言われれ
ば特殊メイクで100歳以上に。服はこん
な感じがいいと言われれば、オーダーメイ
ド作り、ロケも希望通りにやっていました
から、大変でしたよ。今は30点近くになっ

『AI』　80×120㎝　2004

『AYUMI』　58.3×100㎝　2001

『SACHIKO』　86.7 x 120㎝　2000

『YUKA』　160×160㎝　2000（『My Grandmothers』より）
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てますが、どちらかというとモデルの意思
よりもモデルを厳選するようになりました
ね。若い奇抜なアイディアも良いのですが、
もう少しモデルとのやり取りを重視し、そ
こから作品へ反映されるモデルの性質を優
先してます。

『無題Ⅰ』
『fairy tale』のシリーズのストーリーテラーの
ポートレート

『fairy tale』

　『fairy tale』という寓話シリーズは、グ
リムやアンデルセン、ガルシア・マルケス
の寓話的な小説など、既存の物語からイン
スピレーションを得て作っています。いろ
いろな物語のパロディなんですが、ただこ
の縦長のテントをかぶった女性の作品、こ
れは寓話シリーズのストーリーテラーの
ポートレートということになっています。
これは寓話シリーズのシンボリックな作品
です。このテントの中で、語る者と語られ
る者、老いと若さが入り交じっている状態、
そういう正体不明の女性が色々な物語を語
るという設定で作っています。
　寓話シリーズでは、女の子と老婆という
二つのキャラクターが出ている物語をチョ
イスしているんですね。『赤ずきん』の祖
母と孫娘。『眠り姫』に出てくる呪いを掛
ける魔女とプリンセス。西洋の童話はアジ
アの民話よりも、善悪、無垢と老獪、はっ
きりした二項対立があります。
　モデルは、だいたい5歳から12～13歳
ぐらいの女の子。近所のお子さんにやって
もらっているので、普通の小学生ですよ。
基本的に寓話シリーズは特殊メイクじゃな
くてマスクが顔に乗っかっているだけなん

です。つまり老女と少女を演じている2人
の子どもは常に交代可能なんですね。マス
クの着脱で老若が逆転するという状態にし
ているわけです。だから姫君役のつもりで
来たら、老婆役というちょっと可哀想なこ
ともよくありました。
　寓話シリーズは二十数点ありますが、全
部私の家の中で撮っています。大正時代
の家なのですが、6畳ぐらいの狭い洋間が
あって、この部屋の壁を落としてみたり、
天井に穴を開けたり、床を抜いたりしなが
ら撮っていました。約3年間、ずっと壊し
ながらこの部屋の中で寓話シリーズを制作
しましたけど、いよいよ雨漏りもして危険
だったので、修復して寓話シリーズの制作
は終了。箱のような小部屋の密室劇は、や
はり「暗箱」で撮るべきということで、撮
影は、ゼラチンシルバーの一番古典的な方
法を使っています。

個人的な体験は語らない

学生：やなぎさんのそれぞれの作品にある
裏付けとなる個人的な体験や経験がもしあ
りましたら、お聞かせください。

やなぎ：個人的な体験。それはいろいろあ
りますよ（笑）。皆それぞれにあるはずです。
　時々大学の合評に行ったりするんですけ
ど、最近皆個人的な体験を語りますよね。
トラウマとか生き辛さとか。それを作品の
前で語る必要はないのでは？
　例えば叶えられない不能感が昇華される
制作というのは、人間の表現で一番スタン
ダードな形であって、今さら言うことでも
ないわけです。作品は分泌液ではなくて意
思で完成させるもので、液体や気体を固形
化させる化学反応の大きなエネルギーがそ
の時に働くわけですから、そちらの方が面
白いですよ。

言葉を超える作品を作る

学生：コンセプトをどのように考えられる
のかについて伺いたいです。

やなぎ：言葉で考えると、奇抜で先鋭的な
ことは色々と考えられると思います。言葉
のほうが批判性が強いし前にいく力は持っ
ているので、暴走しますよね。「あ、これ
は新しいのではないか、面白いんじゃない
か」と、突飛なフラッシュアイデアは、私
は言葉の上で次々出てくるんです。でもそ
れを制作にかかろうと準備する時に必ず挫
折するんですよ。なんてつまらないんだろ
うと。
　例えば□□イズムアートとかよくいわれ
ますけど、フェミニズムでも反資本主義で
も結局思想を超えない作品ってつまらない
んですね。ビジュアルで人にざわめきを与
えるっていう。ラディカルな異化効果をい
くら使っても、初めに言葉で考えて、そこ
からビジュアルを発想するっていうそうい
うステップだと、どうも言葉を超えないん
です。私も言葉で考えて、結局形にならな
かったものは結構たくさんあります。じゃ
あその時間は無駄だったのかというと、決
してそうでもなくて、そういうものがある
から、最終的に言葉より身体が動いたなん
てこともありますね。この『砂女』もそう
なのですが、いろいろ言葉で考えて疲れた
あとに、ふと求めていた「姿がやってくる」
ようなことがあります。

作品を人に見せるということ

学生：作品を見る人、見られる人、お客さ
んと自分の考えというのを意識していらっ
しゃるのかどうかお伺いしたいです。

やなぎ：人に見せるかどうかという問題で

『エレンディラ』　100×100㎝　2004 『眠り姫』　100×100㎝　2004
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すが、それはいつも考えています。何で人
に見せるのかということは、いつも自問し
ているし、他人や学生にもいつも尋ねます。
何でこの作品を見せようと思ったのか。そ
のために他の人はわざわざ時間と労力を割
いてその場所に来るわけですね。入場料な
んかを取る時もある。例えば山の中にこ
もって作品を作って、自分だけが作って見
て所有して納得するという方法もあると思
うのですが、なぜかみんな人に見せたがる
わけです。私自身の理由を言えば、作品っ
ていうのは結局、人に見せることによって
新しい磁場のようなものが発生するのを信
じているのです。他人が、どこからか湧い
てきたものを見せられて、理解するはずも
ない。そこで生まれるのは勝手な解釈や思
い込み、トンチンカンな感想だったりする
のですが、その誤解は、慧眼も含めてやっ
ぱり他人の価値だと思うのです。時々自分
の想像力を超えて、すごい解釈があったり
する。それで喜んでいると、いきなり裏
切られたり（笑）。そういう、決して自分
の思う通りにならないのが他人の価値です。
他人を怖がらずにコミュニケーションを取
るか、そうでなければ、ヘンリー・ダーガー
のように60年間人知れず作って無垢なま
ま暴かれるか。ちょっと極端ですが（笑）。

「老い」を考え続ける

学生：『エレベーターガール』以後、いず
れの作品も老女が関係している作品ですが、
「老女」という対象をどういったものとし
て扱っているのでしょうか。

やなぎ：老若に関しては、私の中では考え
あぐねながらずっと作っているという感じ
ですね。私の中で結論は出ていないです。
昔から、老若というのは、無垢の人や賢人
として信仰の対象であったり、軽蔑や恐怖

の対象であったりしますが、風俗文化とし
ては面白いですが、そういう周辺化、差別
化だけでは本質を見誤ることになります。
女性の人生の中で一番真ん中の部分、生殖
期間がない。例えば家族を持ったり仕事を
持ったり、最も社会的であり他者とかかわ
る時期が欠落しているのが少女と老女です。
『My Grandmothers』の募集をしている
時に、特に昨今の若い女性たちが、人生の
真ん中を拒否しているんじゃないか、面倒
くさいと思っているんじゃないか、できれ
ば少女から一気に老女に飛びたいと思って
いるんじゃないかと感じました。実際に私
の中でもその傾向があって、社会を拒否し
て自分の全能感を温存したい今の風潮かも
しれません。しかし、加齢や老いへの思い
やリアリティっていうのは年々変わってい
きます。10年前に想像した老いと、今は
違いますし、また10年後も大きく変わっ
ていくと思います。人間が老いるというこ
とと、それから死ということは、身体的な
想像力と繋がっていて、ずっととらえて放
さない一つのテーマです。

アトリエを出て働いたことの意味

藤原：布を使った大学時代の割と大き
なインスタレーション作品から、『White 
Casket』、『エレベーターガール』に至る
間に、やなぎさんの中で、制作しなかった
3年間に一体どういう変化が起きていらし
たのかなと。作り手としての意識のあり方
が全然違っているような気がするんですが。

やなぎ：作っていない3年間は、ある意味
非常に貴重だったなと今では思っています。
どうも自分の傾向として、ある程度自分を
他者に向かって開かずに制作だけしている
と、グーッと閉じてくるような、そういう
傾向があって、実際に学生の時の6年間は

そうでした。もしあのまま、例えば経済的
に全く心配なく、卒業したら親がアトリエ
をポンと建ててくれたような環境で、ずっ
と好きな制作を続けていたら、たぶん今に
至らないんじゃないかなと思うんです。あ
の時に一旦大学のアトリエ棟を出て、毎日
通勤して月給をもらうことによって、非常
に退屈な毎日の中で、気付くことは色々あ
りました。自分がこれからアートとどう関
わればいいのか、だいたいアートって必要
あるのか。大学の純粋培養の制作期間に気
が付いたこと、美術から遠ざかって満員電
車の中で考えたこと、結局どちらも必要
だったんですね。

やなぎみわ
神戸生まれ。
京都市立芸術大学大学院美術研究科修了。
93年に京都で初個展。
以後、96年より海外の展覧会にも参加。
若い女性が自らの半世紀後の姿を演じる写真作
品、「マイグランドマザーズ」シリーズ、実際の年
配の女性が祖母の想い出を語るビデオ作品「グラ
ンドドーターズ」を制作。
2004年、ドイツ・グッゲンハイム美術館にて個
展。同年、丸亀市猪熊弦一郎美術館にて個展。
少女と老女の物語をテーマにした写真と映像のシ
リーズ「フェアリーテール」を、2005年、原美
術館と大原美術館にて発表。
2007年、ニューヨークのチェルシーアート
ミュージアムにて個展。
来年、テキサス・ヒューストン美術館へ巡回予定。
その他
2005～2006年度　朝日新聞紙面審議委員
2006年度より　神戸芸術工科大学准教授

『赤ずきん』　100×100㎝　2004 『グレーテル』　100×100㎝　2004 『マッチ売りの少女』　100×100㎝　2005
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フェミニスト・アーティスト
ジュディ・シカゴ氏講演会報告　―「History」から「Herstory」へ―Lecture 2

　7月24日、本学杉並校舎で、世界的に
有名なフェミニスト・アーティスト、ジュ
ディ・シカゴ氏の講演会がおこなわれまし
た。今回シカゴ氏は、芸術学科の南嶌宏教
授が館長を務める熊本市現代美術館で開催
中の展覧会「ATTITUDE 2007」への参
加に合わせて来日され、南嶌教授の企画に
より、日本で最初に女性に美術の高等教育
への門戸を開いた本学でも講演をしていた
だく運びとなりました。
　シカゴ氏はフェミニズム運動が盛り上
がりを見せた1970年代、アーティスト
として、また教育者としてフェミニスト・
アートの確立に大きく貢献し、現在までに
そのキャリアは40年を超えます。氏の代
表作である《ディナー・パーティー》は西
洋の歴史の中で偉業を成した女性を象徴し
た作品で、世界6カ国16箇所で展示され、
100万人を超える人々によって鑑賞され
ました。
　講演会では、はじめに佐野ぬい学長によ
る歓迎の挨拶があり、シカゴ氏からは氏の
プロジェクトを含む数多くのフェミニス
ト・アート作品の紹介とともに、フェミニ
スト・アートをめぐる当時の文脈について、
永谷まみ氏の通訳のもとお話いただきまし
た。ここにその内容の一部をご紹介します。

フェミニスト・アートとは

　みなさんの中でどのくらいの方がフェミ
ニスト・アートについてご存知でしょうか。
フェミニスト・アートについて理解するた
めには、まず、長い間美術史の中から女性
が締め出されてきたことについて理解する
必要があります。女子美術大学の設立の経
緯からもわかりますように、つい最近まで、
世界中で女性が美術の教育を受けることが
妨げられてきました。みなさんが美術館に

行って美術史を学ぶときには、男性の美術
の歴史を学ぶことになります。1970年代
には、西洋の女性たちが、こういった動き
に対してもううんざりだと、声を上げはじ
め、女性たち自身の視点を表現するための
新たなアートを創造しようという動きがは
じまりました。それがフェミニスト・アー
トです。
　私の作品《ディナー・パーティー》につ
いて少しだけ説明しますと、これは非常に
大きな作品で、この教室には入りきりませ
ん。一辺が16メートルあります。西洋文
明の中で非常に大きな業績を残した女性を
すべてここに表現するにはこれでも足りな
いくらいです。時々、「どうして西洋の女性
だけなのですか？」という質問を受けます
が、これだけでも大変な仕事です。みなさ
んのような若い世代の方に、ぜひ東洋の女
性たちの活躍について研究をしていただき
たいと思います。美術史の中に女性の業績
を加えるという作業には本当にたくさんの
人々の協力を要するからです。《ディナー・
パーティー》はその第一歩だったのです。

フェミニスト・アート・プロジェク
トの立ち上げ

　大学院時代は、アーティストとして認め
てもらうために、女性としての衝動や経験
を遠ざける努力をしていました。それも数
年もすれば嫌気がさしてきました。という

のは、自身の性から逃れようとすればする
ほど、それは余計に私を煩わせるように
なってきたからです。当時は「おまえは、
女性にも、アーティストにもなれない。」
という言葉をよく耳にしました。
　60年代末には、女性運動が起こり、私
は存在を肯定された安堵感にも似たものを
感じていました。そこには、私と同じよう
な経験をした女性たちの声が綴られていた
のです。
　同じ頃、自分なりのやり方で、女性の歴
史を紐解く試みを始めていました。そして、
あふれるほど豊かな、しかし明かされずに
きた女性たちの歴史に触れた私は、その知
識を少しでも多くの人と分かち合おうと、
1970年、アートを介したプロジェクトを
立上げるために、そしてひそかにフェミニ
スト・アートの確立を目指して、カリフォ
ルニア州立大学フレズノ校へ赴きました。
若いアーティストたちが、女性としての生
活や経験から切り離されることなしに自己
確立できるよう手助けをすることで、私自
身も10年前に振り払おうとした内なる衝
動と、もう一度結びつくことができるかも
しれないと感じていました。プロジェクト
は未知の試みでしたが、嬉しいことに、生
徒たちは非常に熱心に応えてくれました。
　当初たった一人で理想の道を歩んでいま
したが、この頃、芸術の実践、批評、美術
史、教育に急進的な変化をもたらすことに

The Dinner Party　1979� � Photo：Donald Woodman

1辺が13席のテーブルが三角形に配置され、西洋文明の中で重要であると考える女性の名前が刺繍さ
れたクロス、陶器の皿、グラスなどが置かれた作品。皿の装飾は女性器のイメージをモチーフにしてい
る。刺繍や料理に焦点を当てることで、女性の役割を一方的に押し付けてきた社会制度に対する批判が
示されている。
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なる様々な動きが起きていました。時を経
ずして、リンダ・ノックリンが、《女性巨匠
未出現の謎》と題した画期的なエッセイを
出版します。NYの女性アーティストはす
でに、ホイットニー美術館の周りに、卵と
タンポンを置き、《ホイットニー・アニュア
ル》展に女性の出品がないことに抗議の声
をあげようとしていました。また、国内の
いたるところで女性たちが、時には男性た
ちが、芸術界、美術史界に挑み、そのあり
ように変革を起こし、女性と女性の経験が
価値あるものとして受け入れられるよう奮
闘していました。

Pasadena Lifesavers-Red Series #4　1969-1970
15点から成るシリーズで、アクリルシート、アク
リルラッカースプレーの作品。

ウーマン・ハウス

　フレズノ校でのプログラムが大変な反響
を得たことで、1971年の春、カリフォル
ニア芸術大学の当時の美術学部長ポール・
ブラックの招待を受け、彼の妻で画家のミ
リアム・シャピロの協力をもって、新しい
学校に私のプログラムを導入することにな
りました。ミリアムとチームティーチング
を始め、初学期に、カリフォルニア芸術大
学のフェミニスト・アート・プログラムの
学生たちと共に制作したのが、ウーマン・
ハウスです。この学生たちの中から後に、
フェミニスト・アーティストの中心的存在
として活躍するものも輩出されました。
　このウーマン・ハウスをきっかけとして、
女性が自らの経験に沈黙することを止め、
女性としての独自の経験を公に表すことが
できるようになったのです。1ヵ月の間に
大変多くの観客が訪れ、美術界を震撼させ
ました。ここから、さらに数々のアイデア
が生まれ、現代美術に脈々と受け継がれる
こととなったのです。特に、性と体の問題、
自身の投影、個人、社会、政治の物語を扱っ

たもの、これまで埋もれていた、あるいは
低く評価されていた手法を取り入れたもの
が多くあります。

フェミニスト・アートの「視点」

　私を含めた女性アーティストたちが当時
立ち向かっていたのは、特に女性の体に対
して蔓延していた男性中心の見方です。
　ギュスターヴ・クールベの、1866年
の作品、《世界の起源》とハンナ・ウィルケ
の《イントラ・ヴィーナス》シリーズを比
較してみます。どちらも仰向けに横たわっ
た女性の裸体がモチーフになっていますが、
クールベのものは、頭部のない女性を描写
した、明らかに、男性の視点からの作品です。
このタイトルから連想される作者の意図
は、極めて曖昧なものです。生命は女性の
体に起源を持つ、といいたいのか、はたま
た、その同じ体を単なる受け皿にまで貶め
ているのか？頭部がないということ、つま
り、人格と脳が欠如しているということは、
女性の側から立ち上がる力が全く欠落して
いることを示しています。それとは対照的
に、ハンナ・ウィルケのものは、末期がん
に侵され、死へと向かっていくアーティス
ト自身を差し出しています。彼女は自身の
裸体を介して、性とアイデンティティの問
題を扱った一連の作品から身を起こした人
です。病と治療の苛烈さから、美しさを奪
われた彼女は、クールベの頭部のない美女
から、死と向き合う女性の力と勇気の視覚
的イメージに転化することで、クールベへ
の逆襲を果たしたのでした。この二つのイ
メージが物語るものは、似通った内容で
あっても、性差や、作者の視点などから、
際立った違いが生み出されるという事実で
す。
　フェミニスト・アートは作品の様式より
も意味合いに重きを置きます。これまでの
芸術の流れは、伝統的に、様式によって型
を決定していくという手法で認識されてき
ましたが、フェミニスト・アートは、様式
が一致するというよりも、内容の中に関連
性があるのです。そしてまさにこういった
性格が、定義、分類を困難にしていたとい
えます。

フェミニスト・アート運動が最高
潮に

　女性史をアートを通して振り返る。その
ことに集中するために、1974年教壇を
おり、70年代の残りを《ディナー・パー
ティー》の制作に専念することとなりまし

た。当時の私のフェミニスト・アートに対
する認識は、女性に手を差し伸べ、肯定し、
その経験の正当性を認め、女性であること
が心地よく思えるようにするもの、とでも
表現すれば理解していただけるでしょうか。
同時に、そういった意図が常に社会と結び
ついていなければならないとの思いもあり、
そのためにイメージするものがよりわかり
やすく、できるだけ多くの聴衆に影響を与
えるように、苦心を続けていました。
　私が盛上りに一役買ったフェミニスト・
アート運動は、最高潮に達し、特に西海岸
では、私とデザイナー、シーラ・ド・ブ
レッテビレと今は亡き美術史家アーリー
ン・ラーヴェンが1973年に創設したウー
マンズ・ビルディングが、順調に若い女性
アーティストを育てていました。この迸り
出るような勢いが女性アーティストの作品
に社会的認知を与えることとなりました。
　70年代のフェミニスト・アート運動は
確かに歴史に変革をもたらしました。女性
アーティストが、女性としての経験を堂々
と仕事として表現することができるように
なったのです。70年代以前には女性性を
基にしたテーマが受け入れられることなど、
考えられませんでした。しかしながら、こ
のムーブメントを美術界の主流は無視して
きました。理由は様々ですが、形式よりも
意味合いを重視する点がわかりにくかった
こと、また、男性の芸術を唯一重要なもの
とすることから得られる恩恵を手放したく
ないという思い、そして、はじめての確か
な変革が、女性の力によってなされたこと
を真摯に受け止めることができない、など
が考えられます。彼らは今日なお、フェミ
ニスト・アートを70年代の一過性の現象
として捉えたがっているようです。

Through the Flower　1973
シカゴ氏は同タイトルの著作も発表しており、そ
の表紙となった作品。著作には氏の人生の闘争
と、フェミニスト・アートへの初期の考え方が綴
られており、日本を含む世界中で翻訳された。
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《バース・プロジェクト》・《ホロコー
スト・プロジェクト》

Holocaust Project Logo 1992
ホロコースト・プロジェクトのロゴ

　1980年～1985年には出産をテーマ
にした《バース・プロジェクト》という大
規模なプロジェクトに取り組みました。
　1985年～1993年の8年間は夫ドナル
ド・ウッドマンや生え抜きの匠たちとのコ
ラボレーションによって、ホロコーストを
現代の文脈の中で検証する、《ホロコース
ト・プロジェクト》に取り組みました。プ
ロジェクトの調査を通して私が感じたこと
は、地球上にいまだ蔓延する忌忌しき諸問
題、紛争、殺戮、飢餓、貧困などについて、
女性の声が聞こえてこないということです。
　もう一つの試みは、女性をホロコースト
の歴史に描き込むことでした。世界中のホ
ロコースト展で、決定的に欠落している要
素です。

世界のフェミニスト・アートを目
撃する

　90年代には、女性のアイデンティティ
に止まらず、より広い視野で世界の問題を
考え始めていました。現在認知されている
パラダイムに取って代わるものを希求した
いという思いをもっていました。
　世界中を旅する中で、フェミニスト・アー
トが、個人的な側面でも、美学的見地からも、
幾重にも姿を変えて昇華するさまを目撃し
ました。その多くが依然として女性のアイ
デンティティ、性差、虐待について論じて
います。また、フェミニスト・アートの定
義が広がりを見せていることにも気がつき
ました。地域、文化、人種、民族、性的指
向、階級などあらゆるアイデンティティの
属性によって、メッセージが発信されるよ
うになっていたのです。これは、まさに私
が夢として思い描いていたことでした。や
がて「グローバル・フェミニズム」と名づ
けられることになる、世界規模のフェミニ
スト・アートです。

90年代の文脈

　1996年、UCLAのアーマンド・ハマー
美術館の招待で、70年代のフェミニスト・
アートの権威であるアメリア・ジョーンズ
博士は《ディナー・パーティー》を20年
の芸術理論と実践の文脈の中に置く展覧会
《セクシャル・ポリティクス》を企画しま
した。アメリアはフェミニスト・アートを
歴史に組み込み、70年代のフェミニズム
の多様性の理解と歴史的位置付けの欠如を
問題化して、そのために若いフェミニスト
世代はこれまでに得られた貴重な見識に触
れることなく、語り尽くされた理論を再び
展開するという無駄な努力を繰り返してい
る、と語っています。この、歴史的抹殺こ
そが、私が《ディナー・パーティー》を創
造した根拠となるものでした。
　全く残念なことに、この頃までには、フェ
ミニズムは忌むべきものへと貶められてい
ました。メディアと右翼の飽くなき誹謗中
傷によって、若い世代は、200年にわたる、
数え切れない女性たちと幾人かの男性の努
力の末にようやく実現した権利を感謝して
受け取るどころか、係わり合いを敬遠する
ようになってしまいました。「私はフェミ
ニストじゃないですから」といいながら。
　1999年には、25年離れていた教職に
戻り、美術教育の変化を見届けるつもりで
いました。いい動きは多少あったものの、
総合的なフェミニスト・アート運動の歴史
は、美術史の正典から消されつつありまし

たし、相変わらず、美術史と美術館双方で、
女性アーティストは男性の添え物として扱
われていました。

継続すること

　2007年3月には、ロサンゼルス現代美
術館で《WACK ！芸術とフェミニズム革
命展》が、キュレーター、コニー・バトラー
の企画で開催され、これを皮切りに現在全
米を巡回しています。1965年から1980
年のフェミニスト・アート運動に焦点を当
てたものです。また、2007年3月～7月
にはブルックリン美術館で、1990年から
現在までのフェミニスト・アートを紹介す
る《グローバル・フェミニズム展》がモー
ラ・ライリー、美術史家リンダ・ノックリ
ンによって開催されました。時を同じくし
て、同美術館は世界初、フェミニスト・アー
トのための、エリザベス・A・サックラー
財団フェミニスト・アートセンターを立ち
上げ、私の《ディナー・パーティー》を常
設展示する形でオープンしました。
　これらの展覧会が打ち立てたもの、それ
は、継続です。より広範な歴史的文脈に裏
打ちされてはじめて、真価を発揮するので
す。女性史の開拓者、ゲルダ・ラーナーは、
私たちは、先達が残した偉業を知らないた
めに、とうに偉大な女性が産み出した深遠
な思想や創造物の上に新たな業績を積み上
げることなく、無駄な努力を積み重ねてき
たのだと言います。私は、たとえそうであっ
ても、何度でも、繰り返して、どんな主流
の美術機関でも、大学の芸術や美術史の講
義でも打ち消すことができないくらい続け
ればいいと思うのです。

遺産を受け継ぎ発展させること

　《ディナー・パーティー》のブルックリ
ン美術館への常設展示へ向けた準備の中で、
もう一度徹底的な調査を行いました。おか
げで、テーブルと床に綴られた1038人
の女性たちの全体像がより鮮明に浮かび上
がってきました。それと同時に酷い事実も
明らかになりました。その時代時代には、
成功を収め、名声を博した女性、何十冊も
の本を書き、何百もの絵画を描いた女性が、
奮闘の末やっと成し遂げたその偉業を、数
十年も経たぬうちに拭い去られてしまうの
です。こんなことの繰り返しはもう終わり
にしなければなりません。これからの世代
は受け継がれた遺産の上に築かれるべきで
すし、そこには、当然、女性も含まれるべ
きです！私たちの今広がりつつある遺産を

Find It In Your Heart　＜勇気を出して＞
等身大の木彫の作品。人種も性別も定かではない、
誰でもありうる人物がモチーフになっている。表
面に刻まれた文字「今日の一針」は22ヶ国語で「世
界の問題に、あなたの心を」と訴えかけている。
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スポーツフェスタ開催Topics 5

　5月26日、相模原キャンパスグランド
にて、スポーツフェスタを開催しました。
スポーツフェスタはスポーツを通じて、学
科・学年を越えて交流を深めるイベントで
す。当日は快晴の中、芸術学部・短期大学
部合せて約1000名の学生と教職員が参

加しました。学科ごとのチームで一丸と
なってムカデ競争やリレーなどの様々な競
技やパフォーマンスで競い合い、大いに盛
り上がりました。総合結果では全チームが
接戦の中、芸術学部立体アート学科チーム
が優勝し、昨年に続いて2連覇を達成しま

した。表彰式後には参加者全員の中から、
東京ディズニーランド1日パスポートや画
材券などが当たる大抽選会があり、幸運な
４名がパスポートを手にしました。

グリフィス大学クイーンズランド・カレッジ・オブ・アートとの学術交流協定締結NEWS 3

　オーストラリア・ブリスベンにあるグリ
フィス大学との学術交流協定が2007年
3月2日付に正式発効しました。文芸学部、
教育学部、経営学部、法学部、工学 IT学
部、環境科学部などで構成される総合大学
で、本学は芸術学部に相当するクイーンズ
ランド・カレッジ・オブ・アート（QCA）
との交流活動を推進していきます。

　本協定により、本学の協定大学は5大学
（中国、イギリス、フィンランド、台湾、オー
ストラリア）となりました。
� （国際センター）

守るには、現行の諸機関がきちんとした認
知をし、それなりのスペースを提供する必

要がありますし、このテーマに特化した関
係機関の出現も待たれます。私がホロコー
スト・プロジェクトの中でユダヤ系機関と
触れ合い学んだことは、「記憶はモルタルに
塗り込まれる」ということ。つまり、文化
は地場を通して伝達されるのです。女性は
このことをぜひ学ぶ必要があります。
　今日ご紹介したのは、広範で多様なフェ
ミニスト・アートのほんの一部分にすぎま
せん。これから先は、あなたが広げてみて
ください。「こんなにもたくさん！」、と心
が弾んだら、もう大丈夫、きっともっと聡
明になり、刺激を受け、勇気づけられて、
これまでとは違った自分に出会うことがで
きるでしょう。そうしたら、必ず、文化遺
産として、永久に刻み込まれるまで、ずっ

と続けてください。エリザベス・A・サッ
クラー財団フェミニスト・アートセンター
が、《ディナー・パーティー》や、成長を続
けるフェミニスト文化を受け止め、差し出
しているように。最後に一つだけ、一人で
は何もできません。

学生だけでなく全国から研究者や作家、評論家の
方々など200名以上の参加がありました。

The Dinner Party　1979
エレノア オブ アクイテインのプレート

http://www.griffith.edu.au/
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オープンキャンパス2007Topics 6

　7月16日、オープンキャンパスが杉
並・相模原、両キャンパスで開催されまし
た。15日のオープンキャンパスは台風の
影響でやむを得ず中止となりましたが、そ
れでも受験生、地域住民の方々を合わせて
1345名の参加がありました。学生ボラ

ンティアが自分たちの所属する学科、専
攻、コースを案内するキャンパスツアーは
在学生からの生の声が聞けるということで
大好評の企画となりました。また、各学科
の研究室が企画した毎年大人気の “ワーク
ショップ” では訪れた参加者は女子美で体

感する「モノ作りの楽しさ」を満喫してい
たようです。台風の影響により中止となっ
た15日。秋のオープンキャンパスと名前
を変え9月23日に開催することが決定し
ております。企画などの詳細は本学ウェブ
サイトをご覧ください。

日本映像学会全国大会の開催Topics 7

　女子美術大学では最初の開催となる日本
映像学会第33回全国大会は、6月２日～
４日、相模原キャンパスで開催されました。
大会は、「映像」という共通の問題意識を大
切にして、人間と社会の未来について自由
な討論と闊達な研究の場を作り出すことを
目的としています。本年は「進化する“映像”
と “メディアアート” を捉える」をテーマ
とし、全国より参加した映像のプロフェッ
ショナル、若い研究者、クリエイター、大
学等教育関係者とともに、女子美の学生た
ちも交えた大会となりました。大会の実施
に当たっては、学校側の協力のもと、先生
方、助手、学生たちの献身的な努力により、
映像学会としては記録的な発表件数ととも
に、多くの参加者を数えることができまし
た。[参加者数　合計398名 ]
　特別講演では、マーク・ディッペ氏（映

画監督）、稲蔭正彦氏（慶應義塾大学教授）、
ズビグニュー・リプチンスキー氏（本学芸
術学部メディアアート学科客員教授）によ
り、映像表現者に向けた示唆に富んだ講演
が行われました。また、研究発表、作品発
表では、映像に対するこれからの研究や創
作活動に活力と刺激を与える活発な意見交
流がなされました。併せて、企業の協賛
を得て女子美アートミュージアム（JAM）
において実施した新しい技術動向を実感す
る展示会にも、学会参加者とともに多くの
見学者を迎えることができました。
　全国から参加された方々の評価も高く、
女子美を知っていただく良い機会となった
ことと思います。このような機会を通して、
学際的な交流が活発になることを期待して
おります。

（大学院美術研究科教授 為ヶ谷秀一・大会実行委員長）

映像と音楽で表現されているイメージの温度を
感じるディスプレイ
（Thermoesthesia・串山久美子氏［首都大学東
京］作品）

2日間にわたり、研究発表は41件、作品発表は
28件。
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「スリランカの像」デザインコンテストTopics 8

海外研究員 于
ユ

理
リ

さんの留学生活Topics 9

中国より本学へ研究員としていらしていた
于理さんからのメッセージをご紹介します。

日本留学の感想
　私は中国の広州美術学院から参りまし
た。広州美術学院で准教授として、中国画
の密画の画法、主に人物画を教えています。
2007年3月からの半年間、女子美術大学
の日本画専攻の研究員として、中国の密画
の画法と現代日本画の技法の関連性及び日
本画学科の教学について研究しました。
　日本画と中国画は昔から深い関連があり、
材料の使い方から美学の法則、乃至深い文
化の重ねに至るまで、もはや同じ東洋文化
といえます。今日において、それぞれが違っ
た角度と程度で西洋文化の影響をうけてお
り、各々が新たな状況を生んでおります。
　日本画は画材の研究方法として、実験で
出したデータを科学的に分析し、伝統的な
材料の性能を徹底的に研究し、伝承してい
ます。特に顔料についての研究は独特であ
り、日本画の表現力を広くしていると思い
ます。新たな表現の可能性を感じ、前から
是非日本に来て、この目で見たいと思って
いました。
　女子美術大学がこの機会と研究環境を与
えてくださったおかげで、私の願いは叶い
ました。そして女子美術大学の教学面はと
ても自由だと感じています。講義においても、
基礎と技法を教える他、独特な “素材研究”

の授業が設置され、学術性もあり、面白さ
もあります。講評会、総合演習説明会など
も教学研究としても勉強になりました。
　研究期間で、私は古賀先生の “日本画材
料技法演習”、馬場先生、広瀬先生の “紙
漉き”、 宍倉先生 “絵画材料 ·技法演習” と
橋本先生の “日本画顔料研究” についての
授業を選びました。とても勉強になり、中
国では失われつつある伝統技法を見つける
ことができ、大学時代に戻ったように感じ
ました。また、余暇の時は人物画を制作す
ることで、日本画の顔料の使い方が把握で
きました。橋本先生がおっしゃるように、
顕微鏡で見ると、日本画の顔料は伝統中国
画の顔料の粒子以上の大きさであり、その
粒子からは新たな角度でのインスピレー
ションが湧き、中国画の観念や技法を融合
して実験的に楽しんで制作することができ
ました。
　日本画の現代顔料と技法は中国に伝えら
れ、中国の画家たちも日本の優秀な文化を
共有でき、新たな挑戦をしています。私は
日本でそれを実感でき、とても光栄です。
先生方の関心と学生たちの親切な手助けに
感謝しています。おかげで日本での研究期
間、様々な日本文化に触れ合うことができ、
女子美で勉強した日々は私のいい思い出に
なりました。

「暮色」　70×92㎝ 2007年

「湖」　46×38.5㎝ 2007年

　スリランカは2004年の地震による大
津波、また、内戦の被害により、多くの人々
が苦しい生活を送っています。角地スベン
ドリニさんが代表を務める NGO、TECH 
JAPANは、現地の女性たちに裁縫技術
の指導等を行うことで自立できる生活へ
のバックアップを行っている団体で、今
回、裁縫で制作する製品などに使用する象
の親子のイラストと団体のロゴマークデザ
インの公募が行われました。女子美内外
より応募総数57点が集まり、8月1日に
杉並キャンパスにて公開審査会が行われ
ました。審査員に、竹下景子さん（女優）、
猿渡紀代子さん（横浜美術館主席学芸員）、
ピーター・バラカン氏（音楽評論家）、角
地スベンドリニさん（TECH JAPAN代
表）、そして本学大学院教授、為ヶ谷秀一
先生を迎え、厳選なる審査の上、最優秀賞、

各審査員賞が発表されました。最優秀賞・
象の親子イラスト部門は短大造形学科デ
ザインコース情報メディア2年・金田葵さ
ん、ロゴマーク部門は短大造形学科デザイ
ンコース1年・村井麻子さんが受賞されま
した。デザインでできるボランティアとし
て、選ばれた作品たちがスリランカの働く
女性たちのために役立ってくれることを期
待しています。http://www.techjapan.
org/designcontest/award.html
（短期大学部造形学科デザインコース講師　佐藤真澄）

受賞作品(左)金田葵さん  (右)村井麻子さん
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林規章准教授、「One Show Design」Goldを受賞NEWS 4

受賞者に贈られるトロフィーは鉛筆の形をして
おり、“ペンシル”と呼ばれる。

　本学デザイン学科准教授である林規章
先生がOne Show Designで Goldを受
賞されました。受賞作品は女子美アート
ミュージアムで昨年開催した「KIMONO
小袖にみる華・デザインの世界」展の展覧
会ポスターです。
　One Showは、カンヌ国際広告賞、
Clio Awardsと並び三大広告賞のひとつ
とされています。デザインのもつ広告効
果や役割が明確化する傾向を受け、One 
Showの1カテゴリーから独立したのが
One Show Designです。世界各国のデ
ザイナーにより審査されており、2007年
の応募数は48カ国より2088点ありまし
た。受賞者数は Gold21点、Silver28点、
Bronze22点です。司賞を主催する The 
One Clubは、1975年に設立され、ニュー
ヨークを拠点に置く団体であり、授賞式は
ニューヨークで開催されました。林先生に
受賞に対するコメントをいただきました。

「着物とKIMONO」

林　規章
アートディレクター /
グラフィックデザイナー
HAYASHI DESIGN 主宰
女子美術大学芸術学部
デザイン学科　准教授
チェコ・ブルノ国際グラフィッ
クビエンナーレ入選、
広告電通賞、日本雑誌広告賞金
賞、ニューヨークADC特別賞、
JAGDA、The One Show 

（ニューヨーク）Gold Award、
など受賞多数

賞名　One Show Design Gold
作品名　『KIMONO』

Art Director: 林規章  Noriaki Hayashi・Creative Director：奥村靫正  Yukimasa Okumura・Designer： 林規章  Noriaki Hayashi・
CG：吉川武志 Takeshi Yoshikawa/amana digital imaging solution・Client：女子美アートミュージアム  Joshibi Art Museum

Topics 10 第一線のデザイナーから学ぶ集中講義
　7月、デザイン学科2年生を対象に集中講
義が開催されました。講師を勤めたのは株
式会社ドラフトの柿木原政広氏、植原亮輔
氏、プロダクトデザイナーの五十嵐久枝さ
ん、Klein Dytham architecture（クライ
ン ダイサム アーキテクツ）のアストリッド・
クラインさんの4名で、ヴィジュアルデザイ
ン、プロダクトデザイン、環境デザインの各

領域において、第一線で活躍されている方々
です。3日間かけて行われたこの集中講義で
は、デザイナーとしての基本的なものの考え
方やそのプロセス、素材の性質とそれを用い
た制作の手法、それに立脚した思考方法とそ
のプロセスなど、示唆に富む内容のお話を伺
うことができました。また、現役の方々なら
ではの体験談なども、学生にとっては得ると

ころが大きかったでしょう。また、異なる領
域で活躍する方々の講義を3日間連続して受
講することは、デザインの各領域において何
が共通しており、何がそうでないのかを目の
当たりにする良い機会でもありました。次学
年のコース分けをひかえた2年生にとっては、
教わるところの大きな講義になったようです。

植原亮輔氏（右）、柿木原政広氏（左） 五十嵐久枝さん アストリッド・クラインさん

　平面裁断である着物が、着衣した瞬間から豊
かなドレープを生み出す。
　デティールの美しさはもちろんの事、2次元か
ら3次元へと移行する美しい瞬間を、日本人は日
常に見てきた。そのDNAが脈々と流れている。
　無駄を排し、細部に圧倒的な時間を費やす、
これこそ「粋」というのか。
　この「粋」という日本人特有の突き抜けた感
覚が世界を魅了してきた。
　One Show Design Goldを受賞した一連の
作品群は、この DNAを最大限効果的に見える
様に演出した。直線と円のみで構成される文字
で「KIMONO」とタテに組み、一瞬塊感を想起
させる。このアイコン的な見え方は、英文だが、
日本的と言って良い。
　いわゆる「家紋」や「屋号」など日本人が得
意としてきた演出である。
　世界の judgeはこの考え方に賛同してくれた
のだろうか。
　チェルシー美術館を後に夜のマンハンッタン
に向かった。
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J A M 女子美アートミュージアム展覧会情報
展覧会開催報告

「祭りの装束～林唯一の眼～」展

　展覧会特別企画として6月23日に「林
はやし

利
とし

根
ね

先生と楽しむ唯
ただ

一
いち

のスケッチ」を実施
しました。林利根名誉教授は林唯一氏の三
男にあたり、展覧会の開催に際しては、唯
一氏が愛用した絵具や手製のスケッチブッ
ク、日記帳などをご提供いただくとともに、
調査にも多大なるご協力をいただきました。
そして「展覧会ではケース内に展示されて
いるが、本当は手に取って見てもらいたい」
という利根先生のご希望から、展示されな
かったスケッチブックを公開し、実際に手
にとって鑑賞するという特別企画が実施さ
れることとなりました。スケッチブックの
数に応じて定員15名という少人数の企画
でしたが、スケッチブックを1ページごと
にじっくりと鑑賞したり、利根先生が語る
林唯一氏の画家としての仕事ぶりや、父親
としての思い出話にじっと聞き入る参加者
の方々の熱心な姿が印象的でした。
� （5月24日～7月23日）

オープンキャンパス企画報告
「電通×JAM×女子美生コラボレー
ション企画　ポスターにできること。」
　電通で作られた人権啓発のためのスロー
ガンから、女子美生がポスターを作るとい
う今回のコラボレーション企画は、4・5
月に JAMで開催した展覧会「ポスターに
できること。－電通人権ポスターより－」
をきっかけに生まれました。制作途中には、
ラフスケッチを提出した学生に電通の方か
ら制作についてのアドバイス、コメントを
もらう機会もあり、最終的に作品として提
出されたポスターの総数は杉並キャンパス
17点、相模原キャンパス7点、計24点と
なりました。オープンキャンパス当日には、
人権ポスターについての講演、ポスターを
制作した学生本人によるプレゼンテーショ
ン、その作品に対する電通の方々の講評を
公開形式で実施。実際に広告業界の一線で
活躍されている方々から現場の話を聞き、
また自分の作品について講評してもらうと
いう体験は、学生たちにとって良い刺激と
なったようです。
�（7月16日オープンキャンパス〈相模原〉で実施）

展覧会予告
「Glass Session 2007－ガラス表現
の模索と試行－」
　ガラス教育者ネットワーク（通称GEN）
では毎年ホスト校を決め、教員の情報交換
のための会議、学生のためのワークショッ
プなどのプログラムをおこない、交流をは
かっています。本年は、女子美術大学芸術
学部工芸学科ガラスコースがホスト校とな
り、女子美アートミュージアムで GENに
所属する教育機関の学生によるガラス作
品の展覧会を開催します。本展覧会には、
14校の学校が参加します。今、まさに模
索と試行の中で制作を行う学生たちの多彩
なガラス表現をご覧ください。
� （9月12日～10月19日）

「造形さがみ風っ子展」
相模原市教育委員会主催の市内小中学生の
児童・生徒の作品展
� （10月25日～10月29日）

「柳悦孝のしごと－民芸運動と女子美
工芸草創期－」
� （11月9日～12月10日）

Topics 11 アドバタイジング・スタディ・プログラム「EFA」
　今年度、学生の就職支援の一環とし
て、広告業界を目指す学生にプロのクリ
エイターが広告制作をレクチャーする
「Advertising Study Program」を実施
しています。学年・学科を問わず全女子美
生を対象にしたプログラムで、低学年から
プロの視点での物創りを学び、ビジネス感
の育成、自己 PR力の強化などを目的とし
ています。
　参加学生は、いくつかの段階を経て広告
制作について実践的に学び、若手クリエイ
ターの登竜門である朝日広告賞にチャレン
ジするという内容になっています。
　短大生36名、大学生75名、大学院生3
名、卒業生3名の計117名が参加。6月下
旬にクリエイターミーティング（広告業界

についての特別講義）、9月上旬に夏休み
中の課題作品のプレゼンテーションを実施。
申し込み時に提出した自己 PR作品と夏休
みの課題作品、プレゼンテーションなど
を総合的に判断し、10月初めに選抜メン
バー10名を選出。選抜メンバーはクリエ

イターとのコラボレーションによる作品を
制作し1月末に朝日広告賞へ応募します。
　プログラム内容や経過報告など詳細
は EFAスペシャルサイト（http://efa.
joshibi.net）で。
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■ NTTドコモ P903i/P904iカス
タムジャケットデザインコンペ

【最優秀賞】
吉田あゆみ（芸術学部デザイン学科2年）

【優秀賞】
小山斐香（芸術学部メディアアート学科3年）
三澤眞梨（芸術学部芸術学科3年）

卒業生で写真家の迫川尚子さんの撮る女子
美のシリーズ第7回です。写真とエッセイ
をご紹介します。 

　差別は、よくないことですね。では、女
性差別は、女性にとってどうよくないので
しょう。不平等だから？「不平等」って、「男
と比べて」ということ？でも、差別はそう
いう比較の問題なのかな。ふと、そんなこ
とを考えてしまって。
　例えば、状況にもよりますが、男は女ほ
どに愛想笑いする必要に迫られません。女
はうっかり笑わないでいると、怪訝そうに
見られることさえあります。「無愛想」「女
のくせに」…だから、とりあえず笑ってお
けみたいな。女の知恵と言いますか、女は皆、
多かれ少なかれ、笑顔のプロみたいなとこ
ろがあります。なんで？と思いません？な
んで女だから笑うの？と思うと、急に「ず
るい」「ムカつく」といった言葉が沸き起
こりますが、なんで？というのは、もっと
素朴な疑問なんですね。だって、私が女だ
ろうが、種子島出身だろうが、カンケイな
いじゃないですか。笑うこととは。
　私は、よく笑います。なんで笑うか？ほっ
といて下さい。もちろん、女の笑顔は、身
に染みついたサービス精神のあらわれでも
あるんですが、女というだけでサービスす
るのが当然という空気は、やはりどうかと
思います。図にのられたりもしますし。当
然というのもしゃくですが、俺に気があん
のか？なんてカンチガイは、ホント勘弁し
ていただきたい。

　そもそも、コックさんは四六時中コック
さんでしょうか。仕事が終われば、帽子を
脱ぎます。男を休む…時だってありませ
ん？女も、四六時中女なわけじゃありませ
ん。女になったりならなかったり…それは
時と場合によりますし、相手にもよります
し。そういう個々の事情や関係の機微にあ
まりに無頓着、あまりに無神経ですね、男
と女の役割を（主と従みたいに）一方的に
決めつけるのは。そう。差別は、よいも悪
いも、ただ、無神経！と言えばすむ（はず
の）ことなんです。 厄介なのは、その決
めつけが男だけでなく、女の方にもあるか
ら。まだまだ、暗黙の了解として残ってい
るからです。

迫川尚子（さこかわ　なおこ）［写真家］
鹿児島県種子島生まれ
女子美術短期大学造形科 衣服デザイン教室卒業

「BEER & CAFE・BERG」副店長

URL http://www.joshibi.ac.jp
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■ HEARTLAND KARUIZAWA 
DRAWING BIENNALE 2007

【入選】
吉岡聖美（大学院美術研究科修士課程デ
ザイン専攻ヒーリングアート造形領域2
年）

■世界らん展日本大賞2007
【美術・工芸部門　入選】

岡本典子（芸術学部工芸学科染コース4年）

05年出版されて高い評価を博している写真集「日
計り」。帯には森山大道さんによる「寺山修司が新
宿のネルソン・オルグレンならば迫川尚子は新宿
のヴァージニア・ウルフである。」とのコメントが！
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